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2014 年 10 月 26 日に行われた大統領選挙の決選
投票において，約 3% ポイント差という僅差で再
選を決めた労働者党（Partido dos Trabalhadores: 
PT）のジルマ（Dilma Rouseff）（1）であるが（2），2015














Movimento Democrático Brasileiro: PMDB，以下「民
主運動党」と略す）のクーニャ（Eduardo Cunha）
下院議長は，あらゆる汚職問題について議会査問
委員会（Comissão Parlamentar de Inquérito: CPI）
を利用してジルマを追い詰める姿勢を崩していな
い（6）。これらの出来事は市民の政治不信を増幅さ
せるには十分であり，3 月 16 ～ 17 日に調査機関
の 1 つであるダッタフォーリャ（Datafolha）が行っ
た世論調査によれば，ジルマ政権の支持率は 13%
にまで低下している。さらに，3 月 15 日には全
州で 170 万人が参加する反政府デモが発生し，ま
た，4 月 12 日にもほぼ全土で 54 万人を動員する
デモが行われるなど，断続的にジルマ政権に対す
る抗議運動が発生する事態となっている（Folha de 




















































（2014 年 10 月）
選挙後
（2015 年 4 月）
選挙前
（2014 年 10 月）
選挙後
（2015 年 4 月）
労働者党（PT） 88 64 13 14
ブラジル民主運動党（PMDB） 71 67 19 18
民主社会党（PSD） 45 34 0 4
進歩党（PP） 40 40 5 5
共和党（PR） 32 34 4 4
ブラジル労働党（PTB） 18 25 6 3
ブラジル共和党（PRB） 10 20 1 1
その他の与党 53 44 8 7
（与党連合合計） 357 328 56 56
ブラジル社会民主党（PSDB） 44 53 12 11
ブラジル社会党（PSB） 24 32 4 6
民主党（DEM） 28 22 4 5
その他の野党 60 78 5 3
合計 513 513 81 81
（出所） O Estado de S. Paulo, 27 de outubro de 2014 および下院（www2.camara.leg.br/）・上院（www.senado.leg.
br/）のホームページをもとに筆者作成。2015 年 4 月 16 日。
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選に及ぼす影響が 1940 年代から注目を集めてき
た（e.g., Bean ［1948］）。米国の下院の任期は 2 年













































持つ二院制である（Llanos and Nolte ［2003］）。上
院議員は各州とブラジリア連邦区から 3 名ずつ選
出され，任期は 8 年で 4 年ごとに各州 2 名または







































ている（Power and Mochel ［2008］）。
憲法の規定により，大統領選・上院選・下院選・
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［2011］）。 さ ら に， 進 歩 党（Partido Progressista: 
PP）のように，右派であるにもかかわらず労働
者党と連合を組んでいる政党がある一方で，ブラ



























表 3 は，1998 年と 2014 年の各選挙での政党連
合の一致度を示したものであるが，ここから 2 つ
の特徴を読み取ることができる。第一に，いずれ





























政党 PT PMDB PSD PP PR PRB PTB PSDB PSB DEM
労働者党（PT） 9 7 6 8 9 10 0 5 3
ブラジル民主運動党（PMDB） 9 12 8 8 11 5 9 7 10
民主社会党（PSD） 7 12 11 13 10 10 14 8 13
進歩党（PP） 6 8 11 13 10 17 14 7 7
共和党（PR） 8 8 13 13 8 12 12 5 11
ブラジル共和党（PRB） 9 11 10 10 8 12 13 11 8
ブラジル労働党（PTB） 10 5 10 17 12 12 10 5 5
ブラジル社会民主党（PSDB） 0 9 14 14 12 13 10 11 16
ブラジル社会党（PSB） 5 7 8 7 5 11 5 11 9
民主党（DEM） 3 10 13 7 11 8 5 16 9
（出所） Melo ［2015］と選挙最高裁判所のホームページ（www.tse.jus.br/）をもとに筆者作成。2015 年 4 月 16 日。
（注） 網かけ部分は，2014 年の大統領選でジルマを支持する連合に参加していた政党間の関係を示している。
表 3　1998 年と 2014 年の各選挙での政党連合の一致度





















（出所） Samuels ［2003］と選挙最高裁判所のホームページ（www.tse.jus.br/）をもとに筆者作成。2015 年 4 月 16 日。
（注） 1998 年に関しては上院選のデータを選挙最高裁判所のホームページから入手することができなかった。
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択した（Folha de S. Paulo, 28 de junho de 2014）。上
院は下院と比べて個人の発言力が大きく，任期も
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表 4　2014 年の各選挙の結果









アクレ 労働者党 5 1 連合
アラゴアス ブラジル民主運動党 4 1 連合
アマパ 民主労働党 2 1 対立
連邦区 ブラジル社会党 2 1 連合
ゴイアス ブラジル社会民主党 13 1 対立
ミナスジェライス 労働者党 17 2 対立
マットグロッソドスル ブラジル社会民主党 2 3 対立
パライーバ ブラジル社会党 3 2 対立
ピアウイ 労働者党 5 1 連合
ロンドニア ブラジル民主運動党 5 1 連合
ロライマ 進歩党 0 4 対立
サンタカタリーナ 民主社会党 9 1 連合
トカンチンス ブラジル民主運動党 4 1 同一政党
「順位」が 1 位の州の数 9
知事当選者の政党連合が知事選と下院選で異なる州（14 州）
アマゾナス 社会秩序共和党 5 1 連合
バイーア 労働者党 23 1 連合
セアラ 労働者党 14 1 対立
エスピリトサント ブラジル民主運動党 4 1 同一政党
マラニョン ブラジルの共産党 5 2 連合
マットグロッソ 民主労働党 5 1 対立
パラ ブラジル社会民主党 7 1 対立
ペルナンブコ ブラジル社会党 18 1 同一政党
パラナ ブラジル社会民主党 15 1 同一政党
リオデジャネイロ ブラジル民主運動党 19 1 対立
リオグランデドノルテ 民主社会党 2 2 連合
リオグランデドスル ブラジル民主運動党 5 3 対立
セルジッペ ブラジル民主運動党 5 1 対立
サンパウロ ブラジル社会民主党 20 1 同一政党
「順位」が 1 位の州の数 11
知事・上院当選者が同じ党・連合の州の数 15
（出所） 選挙最高裁判所のホームページ（www.tse.jus.br/）をもとに筆者作成。2015 年 4 月 16 日。
（注） 順位は，下院選で知事当選者の政党が所属する連合の獲得議席数が，各州で何番目であったのかを示している。「1 位」
には 1 位タイの場合も含まれている。
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⑷ しかし，5 月 26 日に年金改革を内容とする暫定措
置が可決されるなど（Folha de S. Paulo, 27 de maio 
de 2015），議会の財政改革への抵抗は弱まりつつ
ある。
⑸ 以 前 ル ー ラ（Luiz Inácio Lula da Silva：2003
～ 2010 年在職）政権下で発生した「メンサロ















ソとタゲペラ（Laakso and Taagepera ［1979］）に
よって開発された。各党の得票率の二乗を合計し，
それを逆数にすることによって求められる。
⑿ 大統領の任期が 6 年であるのに対し下院の任期は 3









⒂ 1994 年の憲法修正までは，任期は 5 年であったが，
再選が認められていなかった。
⒃ そ の た め「 連 合 大 統 領 制（presidencialismo de 
coalizão）」と呼ばれている（堀坂 ［2013］）。
⒄ 州議会選も同日に行われる。



































 投票日前日・前々日の 2014 年 10 月 3 ～ 4 日に行
われた世論調査機関ダッタフォーリャ（Datafolha）
の調査結果による（http:// datafolha.folha.uol.com.
br/）。2015 年 4 月 28 日。
 2014 年 10 月 2 日に行われた世論調査機関ダッタ
フォーリャの調査結果による（http:// datafolha.
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